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 夏休みが終わり、９月を迎えた学校には子どもたちの元気な声と笑顔が戻ってきまし

た。生活のリズムを整えつつ、健康に留意しながら、学習活動等を進めていきます。 

 さて、８月２５日（日）に、二寺おやじの会とＰＴＡ本部の主催による「ペットボトル

ロケット大会」が本校にて開催されました。体育館にて「おやじ」の方々によるご指導の

もと、子どもたちは、一緒に参加されたお家の方と協力しながら、ペットボトルロケット

を作成しました。子どもたちオリジナルのペットボトルロケットは、どのロケットも、ピ

ロティ前の校庭に設置された発射台から勢いよく発射され、弧を描

いて飛んでいきました。 

 そして、ペットボトルロケットを気持ちよく飛ばした後、かき氷

が振る舞われました。暑い中でのかき氷は、さらにおいしく感じら

れ、おかわりをする子どもたちも多くみられました。 

 かき氷と言えば、夏に涼をとる定番の食べ物であり、お祭りや縁

日での屋台で販売されるイメージです。子どもの頃、屋台に並んで

いるカラフルなかき氷シロップを見るたび心躍る気持ちになったの

をよく覚えています。私の心の中では、昔から馴染みのある食品の

ひとつです。 

かき氷を食べながら、かき氷はどのくらい昔からあったのだろうと疑問と興味がわいた

ので調べてみました。すると、約 1200年前の平安時代からあったようです。 

 平安時代に活躍した清少納言の書いた「枕草子」に、次のような記述があります。 

 

 「あてなるもの、削り氷にあまづら入れて新しき金椀に入れたる。」（第四十二段より） 

  上品なものといえば、刃物で削った氷と甘葛の汁を新しい金椀（かなまり）にいれたもの。 

  

製氷技術のなかった平安時代、夏に氷を求めるにはあらかじめ冬の雪や氷を氷室で保存

する以外に方法が無く、かき氷は貴族等の特権階級しか口にできないものだったそうで

す。現在では、周知のとおり、老若男女だれもが口にすることができる食品となっており

ます。技術の進歩に感謝したいです。 

かき氷だけでなく、毎日の生活の中で当たり前のように食べているものや使っているも

のなどにも先人の努力の成果や知恵の結晶を感じることがしばしばあります。当たり前で

済ますことなく、どんなことにも感謝の念を抱きながら生活することが大切なのだと改め

て思った次第です。 

 涼をもたらしてくれる「かき氷」にも感謝、そして「いただきます！」。 
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○よく考えて 工夫する子 

◎思いやりがあり 助け合う子 
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〇ねばり強く やりぬく子 

学校だより 

 

～百年の思いやり～ 



 

 



 


